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　広野町二ツ沼総合公園直売所利用組合員紹介が第10回（先月号）をもち

まして終了いたしました。今月号は地産地消を積極的に進める目的で広野

小学校の給食にたけのことふきを活用した取り組みを紹介いたします。

広野町二ツ沼
総合公園直売所

学校給食に地元食材活用

　前日注文を受けた広野町二ツ
沼総合公園直売所利用組合員が
食材を届けます。

　赤津由紀子 学校栄養教諭が給食の時間に食材の
言われと生産者の顔写真入りランチタイムニュー
スを添えて子供たちに地元食材の紹介をします。

　フロンティアひろの代表取締役 芳賀
吉幸さんから作業の進め方、播種後の
管理、田植え時期等の指導を受ける。

　子供たちは、催芽された水稲もち米
の種モミを床土を敷き詰めた12箱の苗
箱にそれぞれ手蒔きしました。

　全員で協力して苗を植えました。一つひとつ丁寧に苗を植えていきます。

広野小学校5年生

 平成20年５月13日（火）、16日（金）広野町学校給食共同調理場では、地元食材

を活用して、地産地消を積極的に進める目的で、地元で採れたたけのことふき

を利用した献立の給食が出されました。

　広野町学校給食共同調理場は、町の幼稚園・小学校・中学校の子供たちの食

の安全・安心を確保するため、広野町二ツ沼総合公園直売所利用組合に働きか

け５月の献立から取組み始めました。今回の献立は、「わかたけ汁」と「ふきの

油いため」でした。今後、同調

理場では地元路地野菜を積極

的に活用していく予定です。

　平成20年4月15日（火）広野小学校5年生56名

が有限会社フロンティアひろの（上浅見川）の

育苗センターにおいて水稲の種まき作業を体験

しました。5月22日（木）には、成長した苗で田

植え体験を行いました。

　4月にまいた種が鮮やかな緑色

の苗に成長したことに児童は喜

びを感じ、田植えを一生懸命に

楽しく行っている様子でした。

広野小学校5年生による農業体験

は総合学習の一環として日本の

食糧生産を担う農業を体験し、

日本独自の食文化について考え、

自分たちの食文化を見つめ直す

ことを目的に行っております。
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